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表紙写真：相楽東部広域バス
（※記事等詳細は次ページに掲載しています。）



　平成29年10月２日から、京都府、笠置町、和束町及び南山城村の共同
により、JR加茂駅を起点に和束町、笠置町を経て、JR月ヶ瀬口駅を結ぶ

「相楽東部広域バス」を運行しております。

■時刻表 ※月・水・金•土運行（祝日となる場合も運行します）
月ヶ瀬口駅▶加茂駅（西口）方面

１便 ３便 ５便 ７便
月ケ瀬口駅 8：15 10：15 13：15 15：40

道の駅 お茶の京都
みなみやましろ村 8：18 10：18 13：18 15：43

月ヶ瀬ニュータウン
ガス店 8：23 10：23 13：23 15：48

押原 8：25 10：25 13：25 15：50
南大河原会館前 8：30 10：30 13：30 15：55
南山城村役場前 8：34 10：34 13：34 15：59

大河原駅 8：35 10：35 13：35 16：00
上有市 8：39 10：39 13：39 16：04
下有市 8：41 10：41 13：41 16：06
有市口 8：42 10：42 13：42 16：07

笠置大橋北詰 8：44 10：44 13：44 16：09
笠置駅 8：47 10：47 13：47 16：12

笠置いこいの館 8：49 10：49 13：49 16：14
木屋 8：56 10：56 13：56 16：21

加茂駅（西口） 9：05 11：05 14：05 16：30

加茂駅（西口）▶月ヶ瀬口駅 方面
１便 ３便 ５便 ７便

加茂駅（西口）  9：15 11：15 14：15 16：40
木屋  9：24 11：24 14：24 16：49

笠置駅  9：29 11：29 14：29 16：54
笠置いこいの館  9：31 11：31 14：31 16：56
笠置町役場前  9：36 11：36 14：36 17：01

有市口  9：38 11：38 14：38 17：03
下有市  9：40 11：40 14：40 17：05
上有市  9：41 11：41 14：41 17：06

大河原駅  9：45 11：45 14：45 17：10
南山城村役場前  9：46 11：46 14：46 17：11
南大河原会館前  9：50 11：50 14：50 17：15

押原  9：55 11：55 14：55 17：20
月ヶ瀬ニュータウン

ガス店  9：57 11：57 14：57 17：22

道の駅 お茶の京都み
なみやましろ村 10：02 12：02 15：02 17：27

月ケ瀬口駅 10：05 12：05 15：05 17：30

相楽東部広域バスを
ご利用ください

■運賃表
加茂駅（西口）

200 木屋

300 300 笠置いこいの館

300 300 200 笠置駅

300 300 200 200 笠置町役場前／笠置大橋北詰

300 300 200 200 200 有市口

300 300 200 200 200 200 下有市

300 300 200 200 200 200 200 上有市

300 300 300 300 300 300 300 300 大河原駅

300 300 300 300 300 300 300 300 200 南山城村役場前

300 300 300 300 300 300 300 300 200 200 南大河原会館前

300 300 300 300 300 300 300 300 200 200 200 押原

300 300 300 300 300 300 300 300 200 200 200 200 月ヶ瀬ニュータウンガス店

300 300 300 300 300 300 300 300 200 200 200 200 200 道の駅 お茶の京都みなみやましろ村

300 300 300 300 300 300 300 300 200 200 200 200 200 100 月ケ瀬口駅

１．市町村を跨る場合（下記３を除く） 300円
２．各町村内間の移動（下記４を除く） 200円
３．木屋↔加茂駅（西口） 200円
４．月ケ瀬口駅↔道の駅「お茶の京都みなみやましろ村」 100円

　公共交通は通勤や通学だけでなく、お年寄りの通院や買い物など、地域の「足」として欠かせないもの
です。しかし、マイカー利用の増加などで、バスや電車の利用者は減少しております。このままでは廃止
や減便がおこなわれ、高齢者や学生などの交通手段が失われるおそれがあります。地域のみなさんに少
しでもご利用いただくことが、公共交通を維持することにもつながりますので、利用を心がけましょう。

■バスロケーションシステム
　「バスロケーションシステム」をご活用いただくことで、スマートフォンやパソコンで、運行中の
バスが現在どこを走っているのかがリアルタイムで分かるほか、バス停ごとの時刻表なども確認でき
ます。右記QRコードを読み取ってすぐに確認できますので、ぜひご活用ください。

運行状況確認
QRコード

地域の足を
守るため、

公共交通を利用
しましょう
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平成30年度 決算報告・令和元年度 予算の執行状況 笠置町
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一般会計・歳入
　歳入総額は、前年度に比べ3,022万５千円（1.9％）増額の16億2,222万２千円となりました。
　町税は、前年度に比べ393万４千円（2.54％）増額の1億5,886万３千円となっています。主な内訳は、町民税が
5,616万７千円、固定資産税が8,612万８千円となっています。
　歳入総額の47.3％を占める地方交付税については、前年度に比べ833万５千円（1.1％）減額の7億6,661万６千円と
なり、国庫支出金は、前年度に比べ2,471万２千円（13.2％）の減額となりましたが、住宅新築資金等事業基金からの
収支残返還金の4,571万９千円を受けたこと等により全体では3,022万5千円（1.9％）の増額となりました。
　また、町債については、１億6,580万８千円の借入を実施し、対前年度比では878万９千円の減額となっています。

一般会計・歳出
　歳出総額は、前年度に比べて900
万２千円減額（0.58％）の15億3,235
万１千円となりました。
　総務費における戸籍電子化業務
3,070万３千円や土木費における町
道笠置山線改良事業1億1,477万７千
円、橋梁長寿命化に基づく改良工事
5,281万円、町道笠置～有市線改良事
業2,430万９千円などの事業を実施し
ましたが、総務費における町温泉リニューアルによる外貨獲得事業の終了に伴う8,144万３千円の減額や民生費におけ
るつむぎてらす整備事業の終了に伴う１億6,368万９千円の減額に加え、その他不要な支出を抑えることで、対前年度
比減額とすることができました。
　

令和元年度予算の執行状況について
　一 般会計　令和元年度一般会計予算の当初予算と３回の補正予算、前年度からの繰越事業費8,482万５千円を合わ

せた現在の総額は、16億1571万２千円となっています。このうち、町税など８月末日までに入ったお金は４億
4,468万円で、予算に対する収納率は27.5％となります。また、各種事業実施のため町から支払われたお金は４億
7,515万３千円で、予算に対する執行率は29.4％となっています。

　 地 方債現在高の状況　まちづくりのために長期に借入れた資金の令和元年９月末現在高は、一般会計12億5,048万円、
特別会計を合わせた町全体では14億2,141万１千円となっています。なお、平成30年９月末と比較すると6,204
万８千円の増額となっています。

　特 別会計　国民健康保険特別会計など４特別会計の予算総額は５億8,957万３千円で、収入済額１億7,017万６千円
（収納率28.9％）、支出済額は１億7,219万４千円（執行率29.2％）となっています。

歳 入

（単位：千円）

その他自主財源
219,701

地方交付税
766,616

町　税
158,863 

国・府支出金
244,512

その他の依存財源
66,723

地方債
165,808

1,622,223
歳 出

（単位：千円）

議会費
48,004

総務費
453,824

民生費
319,307

衛生費
140,441

農林水産業費
23,310

商工費
66,464

1,532,351
土木費
241,671

教育費
81,324

公債費
96,770消防費

61,236

特別会計 （単位：千円）

区分
項目 歳入 歳出 差引差額 実質収支額 前年度実質

収支額
単年度
収支額

国民健康保険
特別会計 298,096 192,857 105,239 105,239 53,319 51,920

簡易水道会計
特別会計 64,130 61,830 2,300 2,300 1,833 468

介護保険特別会計 273,612 249,358 24,254 24,254 18,816 5,438
後期高齢者医療
特別会計 58,634 57,880 754 754 484 269

合計 694,472 561,925 132,547 132,547 74,452 58,095
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一般会計・歳入
　歳入総額は、前年度に比べ541万２千円（0.2％）の減少となりました。
　歳入総額の12.3％を占める町税は、3億9,932万５千円となり前年度に比べ506万２千円（1.3％）の増加となってい
ます。主な内訳は、町民税が1億6,446万７千円、固定資産税が1億9,682万４千円となっています。
　また、歳入総額の49.7％を占める地方交付税は、16億1,908万７千円となり前年度に比べ1,108万６千円（0.7％）
の減少となりました。
　地方債は３億7,530万円の借入を実施し、グリンティ和束整備事業や町道拡幅改良事業等により、対前年度比では
8,640万円（29.9％）の増加となりました。

一般会計・歳出
　歳出総額は、前年度に比べ3,228
万５千円（1.0％）の減少となりました。
　主な要因は、総務費がスマートワー
ク・イン・レジデンス改修事業の皆減
などに伴い2,200万円、民生費が医療
費無償化拡充に向けたすこやかエンジ
ェル基金積立金の皆減等に伴い3,487
万３千円、農林業費が生産基盤の強化
を目指した産地パワーアップ事業の皆減等に伴い8,785万６千円それぞれ減少したことがあげられます。
　一方、衛生費が下水道事業特別会計繰出金や国民健康保険特別会計（直診勘定）繰出金等の増加に伴い3,296万１千
円、災害復旧費が平成29年度に発生した災害の災害復旧事業により8,326万２千円それぞれ増加しました。
　平成30年度の主な事業は、小・中学校の給食費と修学旅行の無償化の開始、医療費無償化の対象年齢を18歳まで拡
充するなど子育て支援の充実を図りました。また、地域防災計画の改訂や体験交流センターの耐震診断、防火水槽の設
置など防災力の強化、総合保健福祉施設整備基本構想の策定や有害鳥獣対策など住民の安心・安全な暮らしの確保のた
めの施策を推進してきました。
　さらに、犬打峠トンネル化に向けたグリンティ和束や駐車場等の整備、併せて「お茶の駅」構想を立ち上げ、茶業の
６次産業化や和束茶ブランドの向上による地域経済活性化、首都圏や海外への販路拡大等による茶業振興などを進めて
きました。また、2021年にひらかれるワールドマスターズゲームズに向けた環境整備や機運醸成を図ってきました。

令和元年度予算の執行状況について
　一 般会計　令和元年度一般会計予算は、当初予算と補正予算に前年度からの繰越事業費を合わせた現在の総額は、

34億3,928万８千円となっています。このうち、町税など８月末までに入ったお金は12億6,796万円で、予算に対
する収納率は36.9%、また、各種事業実施のため町から支払われたお金は、９億7,190万円で予算に対する執行率
は28.3%となっています。

　地 方債現在高の状況　町道整備など事業実施のために長期に借り入れた資金の８月末現在高は、一般会計35億2,143
万６千円、特別会計を合わせた町全体では、68億1,785万２千円となっています。平成30年８月末と比較した場
合、1億2,943万９千円減少しています。

　特 別会計　湯船財産区特別会計など６特別会計の予算総額は21億9,141万２千円で、収入済額5億3,091万６千円
（収納率24.2%）、支出済額6億1,350万９千円（執行率28.0%）となっています。

歳 入

（単位：千円）

その他自主財源
347,421

地方交付税
1,619,087

町　税
399,325

国・府支出金
400,688

その他の依存財源
116,049

地方債
375,300

3,257,870
歳 出

（単位：千円）

議会費
54,268

総務費
623,057

民生費
644,307

衛生費
452,838

農林業費
179,746

商工費
56,444

3,102,358
土木費
160,232

教育費
228,033

災害復旧費
102,340

公債費
397,503

諸支出金
7

消防費
203,583

特別会計 （単位：千円）

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支差引額 実質収支額 前年度実質

収支額
単年度
収支額

湯船財産区 12,651 11,890 761 761 808 △ 47
国民健康
保険

事業勘定 752,018 701,700 50,318 50,318 52,677 △ 2,359
直診勘定 98,930 97,332 1,598 1,598 8,797 △ 7,199

簡易水道事業 208,696 197,538 11,158 10,460 13,489 △ 3,029
下水道事業 223,679 217,871 5,808 2,308 2,393 △ 85

介護
保険

保険事業勘定 628,497 619,402 9,095 9,095 25,874 △ 16,779
サービス事業勘定 4,631 4,405 226 226 142 84

後期高齢者医療 67,942 67,530 412 412 399 13
合計 1,997,044 1,917,668 79,376 75,178 104,579 △ 29,401
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平成30年度 決算報告・令和元年度 予算の執行状況 南山城村
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一般会計・歳入
　歳入総額は、25億4,781万円と前年度に比べ6,934万円（2.6%）の減少となりました。
　村税は３億936万円となり前年度に比べ247万円（0.8%）の減少となっています。主な内訳は、村民税１億2,188万
円、固定資産税１億6,747万円となっています。
　歳入総額の約47%を占める地方交付税につきましては、11億8,679万円と前年度に比べ3,421万円（2.8%）減少し
ています。また、国・府支出金につきましては、公衆無線LAN環境整備事業が終了したことにより、4,034万円の減少
となっています。また、地方債では２億8,105万円の借入をおこない、対前年度対比では1,165万円の減額となってい
ます。

一般会計・歳出
　歳出総額は、24億6,484万
円と前年度に比べ6 ,528万円
（2.6%）の減少となりました。
　主な要因は、企業誘致整備事業
の増加（5,090万円）があります
が、公衆無線LAN環境整備事業
の減少（5,994万円）、繰越事業
分の魅力ある村づくり事業の減少
（3,229万円）や同じく繰越事業
分の中山間地域所得向上支援対策事業の減少（2,942万円）によります。
　また災害復旧費につきましては、多大な被害が発生した平成29年度事業の繰越しがあるため、前年度比64.6%増の
１億7,884万円となりました。
　 歳入歳出差引額では8,297万円の収支となりましたが、翌年度へ繰越すべき財源として4,834万円を含んでおります
ので実質の収支額は、3,463万円となりました。

令和元年度予算の執行状況について
　一 般会計　令和元年度一般会計予算は、当初予算と3回の補正予算を合わせた８月31日現在の総額は、24億3,133

万円となっています。このうち、村税など８月31日までに入ったお金は８億3,085万円で、予算に対する収納率
は34.2%でした。また、各種事業実施のため村から支出されたお金は、６億7,342万円で予算に対する執行率は
27.7%となっています。

　地 方債現在高の状況　長期に借り入れた資金の９月末現在高は、一般会計では25億851万円となります。特別会計を合
わせた南山城村全体の借入残高では、36億3,103万円となります。平成30年９月末と比較した場合、一般会計の地方
債現在高は8,426万円増加しています。また簡易水道事業特別会計の企業債現在高は、8,290万円減少しています。

　特 別会計　国民健康保険特別会計など５特別会計の予算総額は、11億7,308万円となっています。このうち、収入済
額は、４億297万円（収納率34.4%）、支出済額は２億9,357万円（執行率25.0%）となっています。

歳 入

（単位：千円）

その他依存財源
137,915

その他自主財源
219,545

地方交付税
1,186,786

村　税
309,363

国・府支出金
337,182

地方債
281,049

諸収入
75,974

2,547,814
歳 出

（単位：千円）

議会費
50,982

総務費
566,242

民生費
448,410

衛生費
296,836

農林水産業費
136,760

商工費
66,796

2,464,845
土木費
176,201

教育費
197,164

災害復旧費
178,843

公債費
225,684

消防費
120,927

特別会計 （単位：千円）

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支差引額 実質収支額 前年度実質

収支額
単年度
収支額

国民健康保険 426,291 364,235 62,056 62,056 33,313 28,743

簡易水道事業 263,362 259,140 4,222 3,014 7,085 △ 4,071

後期高齢者医療 56,157 54,372 1,785 1,785 1,863 △ 78

介護
保険

保険事業勘定 411,075 395,687 15,388 15,388 21,201 △ 5,813

サービス事業勘定 2,138 1,864 274 274 720 △ 446

高度情報ネットワーク 83,366 76,437 6,929 6,929 2,574 4,355

合計 1,242,389 1,151,735 90,654 89,446 66,756 22,690
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教
育
委
員
会
分
室
と

図
書
室
の
移
転

　

8
月
28
日
（
水
）
に
教
育
委
員
会
笠
置
分
室
が
、
９
月
１

日
（
日
）
に
図
書
室
の
移
転
が
そ
れ
ぞ
れ
完
了
し
ま
し
た
。

利
用
案
内
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

貸
出
日　

水
曜
日
～
日
曜
日

　

閲
覧
日　

 

月
曜
日
・
火
曜
日
（
本
を
読
む
事
、
返
す
事

は
可
能
）

　

あ
い
て
い
る
時
間

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

休
み
の
日　

年
末
年
始
と
本
の
整
理
を
す
る
日

　

一
人　

５
冊
ま
で
、
２
週
間
貸
出
可

　

オ
ー
プ
ン
に
と
も
な
い
、町
関
連
書
籍
コ
ー
ナ
ー
や
、廃
棄

図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。ま
た
、読
書
カ
ー
ド
に
読

ん
だ
本
の
記
録
を
残
し
て
い
た
だ
き
、1
0
0
冊
読
み
終
え

た
ら
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。産
業
振
興
会
館
に
移

転
し
、以
前
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
の
で
み
な
さ

ん
、カ
フ
ェ
を
利
用
し
な
が
ら
読
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

笠
置
青
年
団 

布
団
神
輿

　

10
月
12
日
（
土
）
・
13
日
（
日
）
に
開
か
れ
る
神
輿
巡
行

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
数
十
年
続
く
お
祭
り
で
す
が
、
青

年
団
の
み
な
さ
ん
が
毎
年
中
心
と
な
っ
て
お
祭
り
を
盛
り
あ

げ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
伝
統
を
残
し
つ
つ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
加
え
た
り
、

親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
作
っ
た
、
ミ
ニ
神
輿
。
町

全
体
で
一
体
と
な
り
、
町
お
こ
し
を
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

9
月
22
日
（
日
）
に
、
神
輿
の
組
立
て
が
さ
れ
、
当
日
ま

で
は
い
こ
い
の
館
で
展
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
々
、
盛
り

あ
が
り
を
み
せ
て
い
る
お
祭
り
で
す
が
、
ミ
ニ
神
輿
を
作
っ

た
事
に
よ
り
、
小
さ
な
子
ど
も
や
保
護
者
等
も
布
団
神
輿
を

見
に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
に
は
白
地
の
半
被
も
新
調

し
、
統
一
感
と
迫
力
の
あ
る
神
輿
担
ぎ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
に
神
輿
を
担
ぐ
仲
間
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
興
味
の

あ
る
方
は
商
工
観
光
課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。
お
祭
り
の

時
間
帯
は
両
日
と
も
、
午
後
9
時
～
午
前
0
時
で
す
。
ぜ
ひ

み
な
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

笠
置
町
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

和
束
町
茶
品
評
会

　

第
65
回
和
束
町
茶
品
評
会
が
9
月
3
日
（
火
）
、
グ
リ
ン

テ
ィ
和
束
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
煎
茶
61
点
、
て
ん

茶
24
点
が
出
品
さ
れ
、
京
都
府
茶
業
研
究
所
所
長
を
審
査
長

と
し
た
11
人
に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
に
つ
い
て
は
11
月
16
日
（
土
）
に
開
催
予
定

の
和
束
町
茶
業
関
係
表
彰
式
に
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

1
等
入
賞
者
に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

煎
茶
の
部

　

1
等
1
位　

畑
　
　
新
悟
（
京
都
府
知
事
賞
）

　

1
等
2
位　

西
山
　
壽
和
（
京
都
府
茶
業
会
議
所
会
頭
賞
）

　

1
等
3
位　

畑
　
　
広
大
（
京
都
府
茶
生
産
協
議
会
会
長
賞
）

　

1
等
4
位　

稲
塚
　
欽
也
（
山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
会
長
賞
）

て
ん
茶
の
部

　

出
品
点
数
が
30
点
未
満
で
し
た
の
で
、
開
催
要
領
に
基
づ

き
参
考
出
品
と
な
り
ま
し
た
。

リニューアルした笠置町図書室

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

まち＊むらの 話題

和束茶品評会の様子

62019.10◦第163号 広報



和
束
町

南
山
城
村

南
山
城
村

まち＊むらの 話題

小
学
生
が
Mマ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

T
B
を
体
験　

　

8
月
29
日
（
木
）
、
和
束
小
学
校
の
6
年
生
が
総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
一
環
と
し
て
「
M
T
B
体
験
」
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
当
日
は
、
M
T
B
シ
ョ
ッ
プ
の
経
営
者
で
自
ら
も

大
会
等
に
出
場
し
て
い
る
宮
城
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
パ
ン

プ
と
呼
ば
れ
る
木
材
の
上
を
走
り
抜
け
る
な
ど
特
設
コ
ー
ス

を
楽
し
み
ま
し
た
。
は
じ
め
は
難
し
そ
う
に
し
て
い
た
児
童

た
ち
で
す
が
、
慣
れ
る
と
「
お
も
し
ろ
い
」
と
い
っ
た
声
も

聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
は
宮
城
さ
ん
か
ら

「
M
T
B
も
含
め
て
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
」
と
話
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
大
き
く
う
な
ず
い
て
い
ま
し

た
。

田
山
花
踊
り
が

11
月
3
日
に
奉
納
さ
れ
ま
す

　

田
山
花
踊
り
は
、
雨
乞
い
の
神
事
と
し
て
古
き
時
代
か
ら

踊
り
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
大
正
末
期
に
一
時
途
絶
え
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
38
年
に
復
活
し
、
昭
和
53
年
に
南
山
城

村
指
定
無
形
文
化
財
、
昭
和
59
年
に
は
京
都
府
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
陣
役
踊
り
が
奉
納
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
月
ヶ
瀬
口
駅
と
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
か
ら
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年

は
「
田
山
花
踊

り
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
開

催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

バ
ス
の
時
刻

と
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
に
つ
い

て
は
、
南
山
城

村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
3
日
（
日
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
1
時
～
3
時
30
分
頃

場　

所　

田
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
及
び
諏
訪
神
社

（
雨
天
の
場
合
は
、農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
諏
訪
神
社
）

問
合
せ　

南
山
城
村
産
業
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
5
（
直
通
）

大
阪
・
阪
急
う
め
だ
本
店

村
の
産
品
・
作
品
集
め

魅
力
ア
ピ
ー
ル

　

8
月
28
日
（
水
）
か
ら
の
7
日
間
、
昨
年
好
評
を
博
し
た

「
山
の
出
合
い 

京
都
・
南
山
城
村
」
が
今
年
も
阪
急
う
め

だ
本
店
で
開
か
れ
、
「
村
に
関
わ
る
23
の
作
り
手
や
店
主

の
物
語
」
を
テ
ー
マ
に
、

南
山
城
村
特
産
の
お
茶

や
作
物
・
作
家
の
方
々

の
丁
寧
に
作
ら
れ
た
作

品
が
並
び
ま
し
た
。

　

販
売
の
ほ
か
、
お
茶

の
試
飲
・
も
の
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
村

へ
の
移
住
相
談
も
で
き
、

多
く
の
方
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
主
催
し
た
童

仙
房
の
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー

ス
「
山
の
テ
ー
ブ
ル
」

の
栁

や
な
ぎ

本も
と

さ
ん
は
、
「
生

産
者
や
作
家
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
村
の
雰
囲

気
を
お
伝
え
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
『
山
の
出

合
い
』
の
お
客
様
が
、

早
速
村
を
訪
れ
て
い
る

と
聞
き
ま
し
た
。
村
へ

来
て
い
た
だ
く
き
っ
か

け
を
つ
く
れ
て
う
れ
し

い
で
す
。
」
と
催
し
の

効
果
を
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

MTB体験の様子

昨年の田山花踊りの様子

村に関わる作り手の品々が並ぶ和紅茶の試飲　品種ごとの飲み比べが楽しい
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木
津
川
有
市
地
区
他

樹
木
伐
採
工
事
の
着
工
式

　

木
津
川
有
市
地
区
他
樹
木
伐
採
工
事
の
着
工
式
が
７
月
30

日
（
火
）
に
笠
置
町
有
市
潜
没
橋
下
流
、
9
月
4
日
（
水
）

に
南
山
城
村
潜
没
橋
上
流
で
お
こ
な
わ
れ
、
木
津
川
上
流
河

川
事
務
所
長
・
笠
置

町
長
・
南
山
城
村

長
・
笠
置
町
議
会
議

長
・
南
山
城
村
議
会

議
長
・
地
元
区
長
等

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
樹
木
伐
採
工

事
は
国
土
交
通
省
木

津
川
上
流
河
川
事
務

所
が
、
洪
水
を
速
や

か
に
流
下
さ
せ
る
た

め
、
河
川
内
の
樹
木

や
竹
の
伐
採
、
除
草

を
お
こ
な
う
も
の
で

す
。

　

着
工
式
で
は
、
竹

の
手
刈
り
や
、
チ
ッ

プ
化
と
い
っ
た
工
事

で
発
生
す
る
資
源
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

実
演
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
に
よ
り

防
災
・
減
災
な
ど
木

津
川
流
域
の
安
全
性

の
向
上
が
図
ら
れ
ま

す
。

京
都
府
社
会
福
祉
大
会
で
表
彰

　

9
月
4
日
（
水
）
京
都
テ
ル
サ
で
開
か
れ
た
第
68
回
京
都
府
社
会
福
祉
大
会
に

お
い
て
、
左
記
の
み
な
さ
ん
が
各
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村
の
福
祉
の
向
上
へ
の
長
年
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

（
順
不
同
）

社
会
福
祉
事
業
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
知
事
表
彰

◦
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
笠
置
町
）
大
西　

篤
司
／
高
見　

正
子

　
　
　
　
　

中　
　

美
幸
／
有
田　

康
善

　
　
　
　
　

森　
　

保
男
／
谷
本　

一
榮

（
和
束
町
）
大
西　

重
孝
／
杉
本　

友
幸

（
南
山
城
村
）
和
智
ち
さ
と
／
森
本　

恵
子

◦
優
良
民
生
児
童
委
員
協
議
会

（
和
束
町
）
和
束
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

◦
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
　
　
　

（
南
山
城
村
）
安
場　

昭
和
／
宇
宿
木
綿
子

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体�

（
笠
置
町
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
南
山
城
村
）
民
謡
を
楽
し
む
会

敬
老
会

　

笠
置
町
で
は
9
月
15
日（
日
）、産
業
振
興
会
館
で
、和
束

町
で
は
9
月
16
日（
月
・
祝
）、和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

南
山
城
村
で
は
9
月
7
日（
土
）、や
ま
な
み
ホ
ー
ル
で
そ
れ

ぞ
れ
敬
老
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。3
町
村
そ
れ
ぞ
れ
で
式
典

や
講
演
・
合
唱
や
浪
曲
・
漫
談
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
お
元
気
で
過
ご
さ
れ
、ま
た
来
年
も
お
越
し
い

た
だ
け
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

笠
置
町
・
南
山
城
村

3
町
村

まち＊むらの 話題

敬老会（和束町）和束町社会福祉センター

敬老会（笠置町）産業振興会館

南山城村の受賞者　写真左から　廣岡純子さん、
宇宿木綿子さん、和智ちさとさん　写真右から　
民謡を楽しむ会（代表 岸本孝司さん）、森本恵子
さん、安場昭和さん

和束町の受賞者　写真左から　大西重孝
さん、杉本友幸さん

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

◦
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
特
別
功
労
者

（
南
山
城
村
）
廣
岡　

純
子

◦
社
会
福
祉
事
業
特
別
功
労
者

（
南
山
城
村
）
奥　
　

保
文

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

（
南
山
城
村
）
い
き
い
き

　
　
　
　
　

元
気
広
場
の
会

敬老会（南山城村）やまなみホール

樹木伐採着工式（笠置町）伐採した竹をチップ化する作業（南山城村）
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行 政 A d m i n i s t r a t i o n

人事異動（南山城村）
【異動】 ９月１日付　山本　雅史 参事（総務課長） 末廣　昇哉 産業観光課長（建設水道課長）
　　　　　　　　　　廣岡　久敏 総務課長（産業観光課長） 岸田　啓介 建設水道課長（建設水道課担当課長）
　　　　８月１日付　仲辻　泰生 建設水道課長補佐兼産業観光課長補佐（建設水道課長補佐） ※（　）内は旧役職名

2.試　　験
　第１次試験　11月17日（日）午前９時から
　　　　　　　場所：笠置町産業振興会館
　　　　　　　教養試験（学歴別の試験）・適性検査を実施
　第２次試験　日程調整のうえ通知します
　第３次試験　 第２次試験合格者に対し通知します。
　※ 保健師受験者のみ、１月26日（日）に専門試験をおこないます。
3.受付期間
　 　10月７日（月）～25日（金）までの平日（土・日・祝

日は受付しません）午前９時～午後５時まで（正午～午後
１時の間は受付しません。）

　※必ず本人が持参すること（郵送による受付はしません。）
4.提出書類
　・笠置町職員採用試験申込書 １通
　・ 受験票（履歴書に貼付したものと同じものを貼付のこと） １通

　・ 履歴書（JIS規格用紙または学校指定用紙、撮影後3か月以内の写
真（上半身、脱帽、正面向き、縦４㎝×横３㎝)を貼付のこと） １通

　・ 保健師試験受験者は保健師免許写し（または取得見込み証明書） １通
　※ 申込書及び受験票は、笠置町役場総務財政課にあります。
　　　 なお申込書及び受験票は笠置町ホームページからダウンロ

ードできます。
　※提出された書類は、返却しません。
　※書類に不備があった場合は受付できません。
5.採用予定日　令和２年４月１日
6.給与等
　笠置町職員の給与に関する条例等に基づき支給します。
　（平成31年4月1日現在の大卒初任給は、180,700円です。）
7.提出先および問合せ先
　京都府相楽郡笠置町大字笠置小字西通90番地の１
　笠置町役場総務財政課　☎0743・95・2301（代表）

　笠置町は令和元年９月１日現在の人口が1,296人と西日本で一番人口の少ない町で、直接住民の顔が見える仕事をしています。
職員も48名と少ないですが、そのため職員全体でチームワークよく責任ある業務をしています。
　町民から信頼され、早く正しく適切に親切な仕事ができる職員を募集します。
1.職種・採用予定人数・応募資格

職　種 募集人数 応　募　資　格

一般事務職 若干名
①平成２年４月２日以降に生まれた方
② 学校教育法による高等学校以上を卒業した方及び同等の学力を有する方（令和２年３月末までに卒

業見込みの方を含む）

保健師 １名
①昭和60年４月２日以降に生まれた方
②保健師免許を有する方（令和２年３月末までに取得見込みを含む）

※通勤可能な方
※地方公務員法第16条各号のいずれかに該当する方は、受験できません。

令和元年度 笠置町職員採用試験要項
笠置町では令和２年４月１日採用の職員を下記要項のとおり募集します。

　税務署では、納税者のみなさんをお待たせしないよう、面
接相談の事前予約制を実施しています。
　電話での回答が困難な相談内容（具体的に書類や事実関係
を確認する必要がある場合など）については、所轄の税務署
において面接相談をお受けしています。

　面接相談を希望される方は、所轄の税務署に電話で相談日
時を予約してください。予約の際、名前・住所・相談内容を
お伺いし、相談日にお持ちいただく書類等をお伝えします。
　なお、税金の納付相談や確定申告会場へお越しいただく際
には、事前の予約は必要ありません。

来署によるご相談は事前予約をお願いします

問合せ　※消費税の軽減税率制度に関するご相談は、自動音声案内で「３」を選択してください。
　　　　宇治税務署　☎0774・44・4141

国税に関する一般的なご相談は 電話相談センターへ
自 動 音 声 案 内

税
務
署
に
電
話

国税に関する
一般的な相談

電話相談
センター

税 務 署相談の事前予約
税金の納付相談

を選択

を選択

を選択

税目
番号
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中
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体
育
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会

　

青
空
の
下
、
9
月
7
日
（
土
）
笠
置
中
学
校
、
9
月
14
日

（
土
）
和
束
中
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
体
育
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
笠
置
中
学
校
は
「A

lw
ays be yourself 

～
新
た

に
刻
む 

ぼ
く
ら
の
挑
戦
～
」
を
、
和
束
中
学
校
は
「
飛
躍 

～
新
し
い
時
代
に
軌
跡
を
残
せ
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

両
校
と
も
力
い
っ
ぱ
い
練
習
の
成
果
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

個
人
種
目
や
団
体
種
目
に
関
わ
ら
ず
、
チ
ー
ム
と
し
て
一
致

団
結
し
て
必
死
に
応
援
し
、
全
員
が
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
る

こ
と
な
く
全
力
で
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒

席
や
保
護
者
席
・
来
賓
席
か
ら
は
、
温
か
い
声
援
や
大
き
な

拍
手
が
湧
き
ま
し
た
。

キ
ラ
リ
と
光
る
夏
!

一
球
に
想
い
を
込
め
て

　

8
月
24
日
（
土
）
、
和
束
運
動
公
園
に
お
い
て
第
50
回
相

楽
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
管
内
3

町
村
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
1
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
夏
休
み
の
早

朝
や
猛
暑
の
中
、
一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で
き
た
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
全
8
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
、
A
ゾ
ー
ン
と
B
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
結
果
は
惜
敗
と
な
り
ま
し
た
が
、

管
内
3
チ
ー
ム
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
に
観
客
か
ら
も

大
き
な
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

親
子
ふ
れ
あ
い
事
業

大
道
芸
人
キ
ビ
ー
ト
さ
ん
の

 「
１
度
で
５
回
お
い
し
い
シ
ョ
ー
」

　

9
月
1
日
（
日
）
、
南
山
城
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー

ル
）
に
お
い
て
、
大
道
芸
人
キ
ビ
ー
ト
さ
ん
の
「
1
度
で
5

回
お
い
し
い
シ
ョ
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど
も
と
保
護

者
、
そ
の
家
族
の
総
勢
74
人
が
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ョ

ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

キ
ビ
ー
ト
さ
ん
は
初
の
公
演
と
い
う
こ
と
で
、
大
人
も
楽

し
め
る
科
学
実
験
シ
ョ
ー
や
小
宴
で
使
え
る
マ
ジ
ッ
ク
、
大

人
参
加
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
マ
ジ
ッ
ク
、
ロ
ー
プ
マ
ジ
ッ
ク
、

皿
回
し
に
バ
ル
ー

ン
、
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
、
最
後
に
は
急

須
を
使
っ
た
伝
統

芸
を
披
露
さ
れ
る

な
ど
、
大
変
盛
り

だ
く
さ
ん
の
シ
ョ

ー
で
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
も
元

気
と
夢
を
与
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ど
の
出

し
物
も
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
性
が

高
く
、
そ
の
迫
力

と
臨
場
感
で
、
会

場
か
ら
は
何
度
も

大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

教育

和束中学校 笠置中学校

和束中学校 笠置中学校

笠置ブルースターズ大会の様子

和束ファイターズ南山城アース
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保健・福祉

健康増進事業「水中運動教室」（3町村）
　全国的な課題となっている糖尿病重症化予防をはじめとした成人病予防の取組の一環として、相楽国民健康保険
事務協議会主催の水中運動教室を開きます。運動経験がなくても心配ありません。運動習慣のきっかけづくりに、
みんなで楽しく体を動かしましょう。
対　象　 40歳以上の国民健康保険被保険者の方
　　　　（昭和55年４月１日以前に出生された方）
日　時　11月28日（木）
　　　　【第１部】午後１時～２時
　　　　【第２部】午後２時30分～３時30分
会　場　フィットネスクラブ「ピノスけいはんな」　　　
　　　　（相楽郡精華町精華台９丁目２―４）
定　員　 各町村12人（第１部：６人・第２部：６人）
　　　　（ 参加希望者が多数の場合は特定健康診査受

診者を優先し、検診結果等により審査させて
いただくことがあります。）

内　容　プールでの運動
持ち物　 水着・スイムキャップ・タオルは必須。その

他、必要に応じ各自ご準備ください。

参加費　無料
その他　 現地集合・現地解散ですので、直接会場へお

越しください。（送迎はありません。）
　　　　 当日の実施風景を撮影させていいただきます

ので、あらかじめご了承ください。
※ お申込みはお住まいの役場国民健康保険担当まで。

（申込み期限：10月24日（木））
問合せ　笠置町税住民課
　　　　　☎0743・95・2301（代表）
　　　　和束町税住民課
　　　　　☎0774・78・3005（直通）
　　　　南山城村保健福祉課
　　　　　☎0743・93・0104（直通）

第12回 介護教室（3町村）
　今年も介護教室を開きます。認知症を正しく理解し、
早期発見・早期対応につなげるよう、地域みんなで楽
しく考えてみませんか。
　ぜひ、ご参加ください。
日　時　11月10日（日）午前10時～正午
場　所　和束町社会福祉センター（和束町庁舎隣）
　　　　２階大ホール
内　容　＜第１部＞普段の生活でできる認知症予防
　　　　　〜認知症初期集中支援チームによる講演〜
　　　　　◦ 認知症サポート医
　　　　　　柳澤衛先生（柳沢活道ケ丘診療所）
　　　　　◦ 作業療法士
　　　　　　棚田万理先生（京都山城総合医療センター）
　　　　＜第２部＞楽しみながら、みんなで考えよう
　　　　　◦寸劇
　　　　　◦介護予防体操「忍にん体操」

申込締切　11月５日（火）まで
問合せ・申込み
　　　　特別養護老人ホームわらく
　　　　　☎0774・78・0165
　　　　笠置町社会福祉協議会
　　　　　☎0743・95・2750
　　　　和束町社会福祉協議会
　　　　　☎0774・78・3312
　　　　南山城村社会福祉協議会
　　　　　☎0743・93・1201
共　催　社会福祉法人和楽会
　　　　笠置町社会福祉協議会
　　　　和束町社会福祉協議会
　　　　南山城村社会福祉協議会
　　　　相楽東部広域連合（認知症初期集中支援チーム）
その他　送迎を希望される方はご連絡ください。

10月１日から幼児教育・保育の無償化が始まります（3町村）
　10月１日（火）から国による幼児教育・保育の無
償化が始まり、保育所・幼稚園・認定こども園などに
通う３歳～５歳の全てのお子さんの利用料が、無償と
なります。
　また０歳～２歳のお子さんの利用料についても、住
民税非課税世帯を対象に、無償となります。
　従来、相楽東部３町村は給食に関する費用（主食費
や副食費）について、保護者様からいただいていませ
んので、制度改正後も給食に関する費用は徴収するこ
とはありません。

　相楽東部３町村内の公立保育園以外の保育所・幼稚
園・認定こども園などに通うお子さんについては、別
途手続きが必要ですのでお住まいの役場までお問合せ
ください。
問合せ　笠置町保健福祉課
　　　　　☎0743・95・2301（代表）
　　　　和束町福祉課
　　　　　☎0774・78・3006（直通）
　　　　南山城村保健福祉課
　　　　　☎0743・93・0104（直通）
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年金生活者支援給付金制度に関するおしらせ（3町村）

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生活を支援するために、
年金に上乗せして支給されるものです。受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金
機構(年金事務所)が実施します。

対象となる方
　老齢基礎年金を受給している方
　　以下の要件をすべて満たしている必要があります
　　　①65歳以上である
　　　②世帯員全員が市町村民税が非課税である
　　　③ 年金収入額とその他所得額の合計が約88万

円以下である
　障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
　　以下の要件を満たしている必要があります
　　　前年の所得額が約462万円以下である
請求手続き
　① 平成31年４月１日以前から年金を受給している方
　　 　対象となる方には、日本年金機構から請求手続

きのご案内を９月上旬から順次発送しています。
同封のはがき(年金生活者支援給付金請求書)を記
入し提出してください。

　②平成31年４月２日以降に年金を受給し始めた方
　　 　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市

区町村役場にて請求手続きをしてください。
　　※ 日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話

や案内にご注意ください。
　　※ 日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお

聞きしたり、手数料などの金銭を求めたりする
ことはありません。

年金生活者支援給付金に関する問合せ先
　給付金専用ダイヤル
　　☎0570・05・4092
受付時間
　月 曜 日　午前８時30分～午後７時
　火〜金曜日　午前８時30分～午後５時15分
　第２土曜日　午前９時30分～午後４時

集団健康診査のおしらせ（南山城村）

　今年の集団健診は12月５日（木）～７日（土）の３日間、村内４会場でおこないます。
　生活習慣病予防のための特定健診（血液検査や心電図など）と各種がん検診（大腸・胃・胸部・前立腺・肝炎ウ
ィルス検診の５つ）を同時に実施します。

　40歳から74歳までの方に受けていただく特定健診
は健康保険(国保・社会保険・共済など)から出されて
いる受診券が必要です。国民健康保険以外の保険の扶
養に入られている方は事前に受診券と保険証のコピー
の提出が必要です。30～40歳と75歳以上の方につい
ては受診券は不要です。事前申込みだけしてください。
　11月８日（金）までに希望される健診の種類と受
診会場を保健福祉センターへお申込みください。後日、
必要な書類・容器を個人あてにお送りします。
費　用　 特定健診1,000円　後期高齢者健診無料
　　　　 胃700円　大腸300円　前立腺300円　胸部

レントゲンは無料（痰の検査のみ500円）　
肝炎ウィルス200円

　健康カレンダーにも記載していますが、不明なこと
は保健福祉センターまでお問合せください。
問合せ　南山城村保健福祉センター
　　　　　☎0743・93・0294

月　日 会　場

12月５日（木）

午前 本郷コミュニティセンター

午後から実施していた野殿･童仙房
地区胸部巡回検診は廃止となりま
した。

６日（金）
午前 高尾公民館

午後 農業者トレーニングセンター

７日（土） 午前
午後

保健福祉センター
（骨密度測定有）

※ 胃がん検診については午前中
のみ実施。田山の会場では胃
がん検診ができませんので他
会場での受診をお願いします。

※ 12月７日（土）は骨粗しょ
う症検診（骨密度測定）も実
施します。（要予約）

保健・福祉
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涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
事
業

  ﹃
い
い
夫
婦
の
日 

ハ
ッ
ピ
ー
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
﹄

実
施
日　

11
月
22
日
（
金
）

時　

間　

午
後
7
時
30
分
～
9
時

場　

所　
南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

内　

容　

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
ピ
ア
ノ
奏
者　

本
村　

陽
子
さ
ん（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

参
加
対
象　

 

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
夫
婦
、カ
ッ
プ
ル（
高
校
生
不
可
）

定　

員　

先
着
10
組

リ
ク
エ
ス
ト
受
付
・
申
込
期
間

　
　
　

10
月
21
日
（
月
）
～
31
日
（
木
）

　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

※ 

リ
ク
エ
ス
ト
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
併
せ
て
募
集
し

ま
す
。
FAX
ま
た
は
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
（
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
）

申
込
・
問
合
せ
・
リ
ク
エ
ス
ト
受
付

　
　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
8

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

  ﹃
蕎
麦
打
ち
体
験
教
室
﹄︵
３
町
村
︶

実
施
日　

11
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　
和
束
テ
ラ
ス
和
豆
香（
活
動
ヶ
丘
公
園
内
）

講　

師　

橋
本　

修
さ
ん
（
井
手
町　

六
臂
窯
）

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
方（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

 

６
０
０
円（
講
習
料
１
０
０
円
＋
材
料
費
５
０
０
円
）

　

※
当
日
徴
収
し
ま
す

持
ち
物　

 

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾（
バ
ン
ダ
ナ
）、タ
オ
ル

定　

員　

先
着
10
人

申
込
期
間　

10
月
28
日
（
月
）
～
11
月
8
日
（
金
）

　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 ﹃
大
人
の
英
会
話
教
室
﹄

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

10
月
7
日（
月
）・
21
日（
月
）

時　

間　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

10
月
9
日
（
水
）
・
23
日
（
水
）

時　

間　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

　
　
　
　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 ﹃
健
康
体
操
﹄︵
笠
置
町
︶

実
施
日　

10
月
10
日
（
木
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

西
垣
紀
壬
代
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 ﹃
親
と
子
の
茶
道
教
室
﹄︵
南
山
城
村
︶

実
施
日　

10
月
12
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

  ﹃
ハ
ー
ブ
講
座 

2
0
1
9
﹄

10
月
の
回 

〜
冬
／
内
側
か
ら
温
活
の
ス
ス
メ
〜

　

秋
も
深
ま
る
時
期
で
す
ね
。風
邪
、引
か
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？
こ
れ
か
ら
冬
へ
と
冷
え
が
進
む
頃
、気
づ
け
ば
身
体

が
冷
え
冷
え
…
な
ん
て
こ
と
も
。温
め
に
ぴ
っ
た
り
の
ハ

ー
ブ
を
お
伝
え
し
、日
常
に
取
り
入
れ
る
術
を
。内
側
も

外
側
も
ぽ
か
ぽ
か・
冷
え
知
ら
ず
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
♪

日　

時　

10
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
の
部　

10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　

夜
の
部　

19
時
～
20
時
30
分

場　

所　

グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
和
束 

1
階
研
修
室

受
講
料　

お
ひ
と
り
様
1
5
0
0
円

　
　
　
　

※
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
試
飲
あ
り

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　
（
一
財
）
和
束
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
　
　
　

ハ
ー
ブ
担
当　

田
内
（
た
う
ち
）
ま
で

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
3
9
6（
代
表
）

催
し

 

和
束
町
史
編
さ
ん
室 「
写
真
展
示
」の
案
内

日　

時　

10
月
22
日
（
火
）
～
31
日
（
木
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル　
　

テ
ー
マ　

昔
の
和
束
天
満
宮

内　

容　

 　

和
束
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、和
束
町
の

昔
の
写
真
を
収
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
は
、10
月
22
日
～
31
日
に
か
け
、和
束

天
満
宮
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。内
容
は
、

昔
の
秋
祭
や
天
満
宮
の
様
子
で
す
。役
場

に
来
ら
れ
た
と
き
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
74
・
8
9
5
2

　
　
　
　

 
つ
な
が
ら
な
い
時
は
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

第
23
回 

住
民
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
山
城
南
圏
域
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

診
療
の
充
実
を
目
指
し
て
〜

日　

時　

10
月
17
日
（
木
）
午
後
3
時
30
分
～
5
時

場　

所　

 

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
9
階
会
議
室

内　

容　

◇ 

ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー「
気
に
な
る
食
べ
る
力
の
衰
え
」

　
　
　
　
　 

第
一
赤
十
字
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科　

池
田
巧 

部
長

　
　
　
　

◇ 

特
別
講
演「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
す
た
め
に
」

　
　
　
　
　 

京
都
府
立
医
科
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
医
学
教
室 

三
上
靖
夫 

教
授

　
　
　
　

◇ 

質
問
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　
　
　
　
　

 

《
回
答
者
》
三
上
靖
夫
教
授
・
池
田
巧

先
生
・
吉
田
宗
彦
先
生
（
京
都
山
城
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
長
）
岡
村
孝
文
先
生
（
京

都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科 

課
長
）

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

 

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
2
3
5

Ｈ　

Ｐ　

 http://www.yam
ashiro-hp.jp/index.htm

l

桂
南
光
さ
ん
講
演
会 「
南
光
よ
も
や
ま
噺
」

日　

時　

 

10
月
30
日（
水
）午
前
11
時
～
午
後
0
時
20
分

場　

所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

定　

員　

3
0
0
人

参
加
費　

無
料

申
込
み　

①
厚
生
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

　
　
　
　

② 

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

左
記
問
合
せ
先
ま
で
は
が
き・
F
A
X

受　

付　

9
月
30
日
（
月
）
～
10
月
23
日
（
水
）

　
　
　
　

※
先
着
順

問
合
せ　

〒
6
0
2
―

8
0
4
8

　
　
　
　

 

京
都
市
上
京
区
西
洞
院
通
下
立
売
上
る　

京
都
府
自
治
会
館
内

　
　
　
　
（
一
財
）
京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
･
4
1
1
･
0
0
8
1

　
　
　
　
　

FAX
0
7
5
･
4
1
1
･
0
0
8
5

Ｈ　

Ｐ　

http://w
w

w
.kyoto-koseikai.or.jp

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

特
別
展「
光
秀
と
幽
斎 

〜
花
開
く
武
将
文
化
〜
」

日　

時　

10
月
26
日
（
土
）
～
12
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

in
fo

rm
ation

おしらせ
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文
化
財
連
続
講
座

　

特
別
展
「
光
秀
と
幽
斎
～
花
開
く
武
将
文
化
～
」

関
連
事
業
と
し
て
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

日　

時　
 

11
月
2
日（
土
）午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　

 「
光
秀
・
幽
斎
と
和
歌
・
連
歌
」

講　

師　

 

帝
塚
山
学
院
大
学 

名
誉
教
授 

鶴
崎
裕
雄
さ
ん

聴
講
料　

無
料　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内�

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
2
0
0
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　

※ 

休
館
日 

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
）

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
86
・
5
1
9
9

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
86
・
5
5
8
9

2
0
1
9
年
度 

京
都
府「
聞
こ
え
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」︵
南
部
会
場
︶

 「
聞
こ
え
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
室
」

日　

時　

11
月
30
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

 

相
楽
会
館
2
階
ホ
ー
ル
（
相
楽
聴
覚
言
語

障
害
セ
ン
タ
ー
が
入
っ
て
い
る
建
物
）

対　

象　

 　

京
都
府
在
住
の
方
で
聞
こ
え
に
不
便
を

感
じ
て
い
る
方
と
そ
の
ご
家
族
（
障
害
者

手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）
・
聴
覚
障

害
福
祉
関
係
者
、
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方

参
加
費　

 

無
料
（
抹
茶
ア
ー
ト
体
験
代
1
0
0
0
円
、

お
弁
当
代
8
0
0
円
）

定　

員　

 

50
人
（
抹
茶
ア
ー
ト
体
験
30
人
・
先
着

順
・
難
聴
者
優
先
）

内　

容　

◇ 

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
の
研
修
・
交
流
会

　
　
　
　

◇ 

抹
茶
ア
ー
ト
や
「
難
聴
理
解
か
る
た
」

で
研
修
・
交
流

　
　
　
　

◇ 

食
事
交
流
、個
別
相
談（
希
望
者
の
み
）

申
込
み　

 　

11
月
14
日（
木
）ま
で
に
F
A
X
・
電
話
・
は

が
き
・
メ
ー
ル
に
て
、氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
・
所

属
団
体
・
抹
茶
ア
ー
ト
体
験
希
望
・
お
弁
当
注
文

の
有
無
、個
別
相
談
希
望
の
場
合
は
相
談
内
容

を
明
記
し
て
下
記
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

〒
6
1
0
―

0
1
2
1

　
　
　
　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

　
　
　
　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

担
当
:
乾
・
宮
原
・
中
島　

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
･

30
･
9
0
0
0

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
･

55
･
7
7
0
8

　
　
　
　

 kikoe-shien@
kyoto-chogen.or.jp

募
集

令
和
元
年
度

第
2
回 

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
職
員
募
集

募集内容・応募資格

職
種

採
用
予
定
人
数

受験資格

消
防
職

若
干
名

年
齢
と
学
歴

平成6年4月2日以降に生まれ、学校教育法の高
等学校以上の卒業者または同等の学力を有する
人（令和2年3月卒業見込者を含む）

居
住
条
件

相楽中部消防組合管内またはその近郊（おおむ
ね通勤時間片道40分以内）に居住しているか、
採用後に居住の予定があること

身
体
的
条
件

身長　男性 おおむね160㎝以上であること
　　　女性 おおむね155㎝以上であること
体重　男性 おおむね 50㎏以上であること
　　　女性 おおむね 45㎏以上であること
　　　※身長と体重は均衡を保っていること
視力 裸眼で両目とも0.6以上又は裸眼で両目と
も0.1以上で矯正視力が1.0以上であること
色覚・聴力・言語・その他職務遂行上支障がないこと　

　
　

受
付
期
間　

10
月
15
日
（
火
）
～
11
月
1
日
（
金
）

　

※ 

土
曜
・日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

受
付
場
所　

木
津
川
市
木
津
白
口
10
番
地
2

　
　
　
　

 

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
へ

持
参
（
郵
送
は
受
付
不
可
）

必
要
書
類　

 

申
込
書
と
受
験
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

3
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
り
、

次
の
書
類
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

1　

 

最
終
学
校
卒
業
証
明
書（
卒
業
見
込
証
明
書
）

　
　
　
　

2　

最
終
学
年
成
績
証
明
書

　
　
　
　

3　

 

受
験
票
送
付
用
封
筒 

1
通（
長
形
3

号
封
筒
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、84

円
の
切
手
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

試
験
日
時
等

　
　
　
　

第
1
次
試
験 

実
施
日 

12
月
8
日（
日
）

　
　
　
　

場
所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　
　
　
　

相
楽
会
館
2
階
（
予
定
）

試
験
内
容　

 

教
養
試
験
・
消
防
適
性
検
査
・
小
論
文

　

※ 

第
2
次
試
験
等
に
つ
い
て
は
、合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他　

 　

試
験
案
内
・
申
込
書
等
は
相
楽
中
部
消
防
組

合
消
防
本
部
総
務
課
及
び
、消
防
本
部
各
出

張
所
・
笠
置
町
役
場
・
和
束
町
役
場
及
び
南
山

城
村
役
場
に
置
い
て
い
ま
す
が
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.sourakuchubu119-

kyoto.jp/

）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

 

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
0

相
談

人
権・行
政
相
談︵
笠
置
町
︶

実
施
日　

10
月
15
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
～
4
時

場　

所　

笠
置
会
館 

1
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
・
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

人
権
相
談︵
和
束
町
︶

実
施
日　

10
月
25
日
（
金
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　

所　

 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

和
束
町
人
権
啓
発
課（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

行
政・人
権・困
り
ご
と
相
談︵
南
山
城
村
︶

実
施
日　

10
月
21
日
（
月
）

時　

間　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場　

所　

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2（
直
通
）

無
料
法
律
相
談︵
南
山
城
村
︶

実
施
日　

10
月
21
日
（
月
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
5
時（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2（
直
通
）

　

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。事
前
予
約

は
10
月
18
日（
金
）午
後
5
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

弁
護
士
無
料
法
律
相
談︵
南
山
城
村
︶

実
施
日　

10
月
16
日
（
水
）

時　

間　

午
後
1
時
～
4
時（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

南
山
城
村
役
場 

会
議
室

主　

催　

近
畿
弁
護
士
会
連
合
会

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2（
直
通
）

　

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。事
前
予
約

は
10
月
15
日（
火
）午
後
4
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談︵
笠
置
町
︶

実
施
日

場
　
所

10
月
8
日（
火
）

飛
鳥
路
集
会
所

10
月
16
日（
水
）

東
部
集
会
所

10
月
23
日（
水
）

つ
む
ぎ
て
ら
す

10
月
25
日（
金
）

笠
置
会
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

健
康
相
談︵
南
山
城
村
︶

日　

時　

10
月
18
日
（
金
）

場　

所　

童
仙
房
公
民
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会︵
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
︶

日　

時　

10
月
23
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

　

※ 

22
日（
火
）が
祝
日
の
た
め
、翌
日
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

場　

所　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　
（
J
R
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料�

問
合
せ　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
ん
」

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

　

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

膠こ
う

原げ
ん

病
専
門
医
相
談

日　

時    

10
月
7
日
（
月
）
午
後
1
時
～
5
時

　
　
　
　
（
個
別
相
談
・
時
間
予
約
制
）

場　

所    

京
都
府
山
城
南
保
健
所

informationおしらせ
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in
fo

rm
ation

おしらせ
対
象
者　

 

膠
原
病
患
者
（
疑
い
の
あ
る
者
を
含
む
）

と
そ
の
家
族

　
　
　
　

 【
対
象
疾
患
】全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、

強
皮
症
、皮
膚
筋
炎・多
発
性
筋
炎
、ベ
ー
チ
ェ

ッ
ト
病
、高
安
動
脈
炎
、悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、

結
節
性
多
発
動
脈
炎
、混
合
性
結
合
組
織
病
、

多
発
血
管
炎
肉
芽
腫
症
、バ
ー
ジ
ャ
ー
病

内　

容　

 

専
門
医
に
よ
る
病
気
や
療
養
生
活
等
に
つ

い
て
の
個
別
相
談

　
　
　
　

 

担
当
医
師
： 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構 
宇
多
野
病
院
リ
ウ
マ
チ
・

膠
原
病
内
科
統
括
診
療
部
長 

柳
田
英
寿 
医
師

定　

員　

5
人

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
込
み　

 

京
都
府
山
城
南
保
健
所
保
健
室
へ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
（
要
予
約
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
9
8
1

筋
・
神
経
系
難
病
専
門
医
相
談

日　

時　

 

10
月
23
日
（
水
）
午
後
1
時
～
5
時
ま
で

（
個
別
相
談
・
時
間
予
約
制
）

場　

所    

京
都
府
山
城
南
保
健
所

対
象
者　

 

木
津
川
市
、相
楽
郡
在
住
の
筋
・
神
経
系
難
病

患
者（
疑
い
の
あ
る
者
を
含
む
）と
そ
の
家
族

　
　
　
　

 【
対
象
疾
患
】脊
髄
小
脳
変
性
症
、パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
関
連
疾
患（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、進

行
性
核
上
性
麻
痺
、大
脳
皮
質
基
底
核
変
性

症
）、多
系
統
萎
縮
症（
線
条
体
黒
質
変
性

症
、シ
ャ
イ・
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候
群
、オ
リ
ー

ブ・橋・小
脳
萎
縮
症
）、多
発
性
硬
化
症
、筋

萎
縮
性
側
索
硬
化
症
、ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病 

等

内　

容　

 

専
門
医
に
よ
る
病
気
や
療
養
生
活
等
に
つ

い
て
の
個
別
相
談

　
　
　
　

 

担
当
医
師
： 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
南
京
都
病
院
神
経
内
科
臨

床
研
究
部
長 

川
村
和
之
医
師

定　

員　

5
人

参
加
費   

無
料

申
込
期
限　

10
月
16
日
（
水
）
ま
で

申
込
み　

 

京
都
府
山
城
南
保
健
所
保
健
室
へ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
（
要
予
約
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
9
8
1

伊賀・山城南定住自立圏連携事業
伊賀市･笠置町･南山城村
救急・健康相談ダイヤル24 0120・4199・22
　 　心と体のさまざまな相談に24時間体制でお応えします。通話料・相談

料は無料です。
◇ ご相談内容に応じてアドバイスいたします。場合によってはお名前と年齢

を告げてください。
◇ どこからでも伊賀市・笠置町・南山城村にお住まいのみなさんが無料（フ

リーダイヤル）でご相談できます。
◇ プライバシーは厳守されるシステムになっておりますので、安心してご相

談ください。

　いよいよ秋の受け入れが始まります。
　10月１日からは２泊で、神奈川の高校生、総勢220
人が、笠置町・和束町・南山城村にやって来ます。受入
家庭でない方も、道を歩いているところに出会ったり、
近所の人が町内案内をしていたり、関わる機会がある
かもしれません。ぜひ話しかけてあげてくださいね。
　笠置町・和束町・南山城村の３町村協働で組織した
「京都やましろ体験交流協議会」では、子どもたちや

海外の方々と農村のありのままの生活を共に送る「農
泊」事業を進めています。
　子どもたちといっしょにごはんを作り、お茶を急須
で淹れて飲み、話し、家族のように過ごしていただき
ます。少しでも受入にご興味をお持ちいただいた、笠
置町・和束町・南山城村のみなさん、受入開始、またそ
の後まで、事務局が全力でサポートします。お気軽に
ご連絡ください。

京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222　和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎ 0774・78・3396　担当:下村・吉田
E-mail:info@chagenkyo.com
農泊受入の予定

受入月日 国・地域 年代 人数
10月 1日（火） 神奈川（2泊） 高校生修学旅行 220
10月15日（火） ドイツ 大人 12
10月16日（水） フランス 大人 12
10月18日（金） ドイツ 大人 12
10月22日（火） フランス 高校生 20
10月24日（木） 大阪 中学生校外学習 20
10月27日（日） フランス 大人 12
10月30日（水） フランス 大人 12

農村宿泊体験（農泊）10月の予定

勉強会の様子

笠置町戦没者追悼式
　９月５日（木）、笠置町産業振興会館
において、笠置町戦没者追悼式が執りお
こなわれ、戦没者の遺族・来賓・関係者
を含め45人が参列しました。黙とうを
捧げた後、亡くなられた方々を偲び、祭
壇へ献花をおこないました。
　戦後74年目となる今回、戦没者のご
冥福をお祈りするとともに、これまで受
け継いだ平和への願いを新たにされまし
た。

受入の様子
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い
き
な
り
で
す
が
逆
流
性
食
道
炎
と
い
う
病
気
は
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。一
度
く
ら
い
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

逆
流
性
食
道
炎
は
そ
の
名
の
通
り
胃
酸
が
食
道
内
に
逆
流
し
、

炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
す
。逆
流
性
食
道
炎
の
有
病
率
は
10
～

20
%
と
さ
れ
、近
年
で
は
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
率
低
下
や
除
菌
治
療
の

普
及
に
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。典
型
的
な
症
状
と
し
て
は
、

胸
や
け
や
呑
酸（
苦
い
水
が
口
の
中
に
上
が
っ
て
く
る
感
じ
）が
あ

り
ま
す
が
、そ
れ
以
外
に
も
食
べ
物
の
つ
か
え
感
、喉
の
痛
み
や
違

和
感
、長
引
く
咳
な
ど
が
あ
り
ま
す
。主
に
胃
酸
の
分
泌
を
抑
え
る

薬
で
治
療
し
ま
す
が
、「
逆
流
性
食
道
炎
で
あ
れ
ば
」大
半
の
方
で

症
状
が
改
善
し
ま
す
。あ
え
て「
逆
流
性
食
道
炎
で
あ
れ
ば
」と
い

う
の
は
、実
際
に
逆
流
性
食
道
炎
と
し
て
治
療
を
受
け
て
い
る
方
の

中
で
、そ
れ
以
外
の
病
気
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

患
者
さ
ん
の
症
状
か
ら
逆
流
性
食
道
炎
を
疑
っ
た
場
合
は
、理

想
と
し
て
は
ま
ず
胃
カ
メ
ラ
を
お
こ
な
い
、正
確
な
診
断
を
お
こ
な

っ
た
後
に
治
療
を
開
始
し
ま
す
。で
す
が
全
て
の
医
療
機
関
で
胃
カ

メ
ラ
を
お
こ
な
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、実
際
に
は
症
状
か
ら
逆

流
性
食
道
炎
と
診
断
し
、治
療
を
お
こ
な
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
。大
抵
は
こ
れ
で
十
分
な
の
で
す
が
、し
ば
ら
く
内
服
治
療
を
受

け
て
も
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
他
の
病
気
の
可
能
性
も
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。最
も
重
大
な
病
気
は
食
道
が
ん
で
す
。食
道

が
ん
の
症
状
は
、ア
ル
コ
ー
ル
や
熱
い
も
の
が
し
み
る
感
じ
が
す
る
、

食
べ
物
が
つ
か
え
る
感
じ
が
す
る
な
ど
、逆
流
性
食
道
炎
の
症
状
と

似
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。他
に
は
好
酸
球
性
食
道
炎
と
い
う

病
気
も
近
年
増
え
て
き
て
い
ま
す
。簡
単
に
言
う
と
食
道
内
で
局

所
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
起
き
る
病
気
で
、こ
れ
も
逆
流
性
食
道

炎
と
症
状
が
似
て
い
ま
す
。

　

逆
流
性
食
道
炎
と
思
っ
て
い
た
ら
実
は
違
う
病
気
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
、胸
や
け
な
ど
の
症
状
が
あ
っ
て
胃
薬
は
飲
ん
で
は
い

る
け
ど
胃
カ
メ
ラ
は
一
度
も
受
け
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
方
は
、ぜ

ひ
一
度
は
検
査
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
津
川
市
山
城
町 

岡
田
医
院

岡
田　

有
史

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
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し
ぶ
と
い
胸
焼
け
に
ご
用
心

茶源郷まつり
開催日／開催期間　11月２日（土）～３日（日）
開催時間　１日目（午前10時～午後４時）
　　　　２日目（午前９時～午後４時）
場　所　（会場名／住所／会場へのアクセス）
　　　　和束運動公園（和束町白栖猪ヶ口 25-5）周辺
　　　　 JR加茂駅西口下車、奈良交通66系統和束町小杉行「和束山

の家」下車徒歩４分
内　容　 「茶畑からお茶の魅力の全てを伝える。」をコンセプトに会

場の全ての企画を通して「茶源郷・和束が持つほんまもんの
お茶の魅力」を伝えていくまつり。

参加費　無料
問合せ　茶源郷まつり実行委員会（和束町役場　総務課内）
　　　　　☎ 0774・78・3001（直通）　FAX 0774・78・2799

◦相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前8時30分～午後0時30分

診療時間 午前9時～
症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療
センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
11月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
11月 3日（日・祝） 小児科
11月 4日（月・振） 内科･小児科
11月10日（日） 内科･小児科
11月17日（日） 内科
11月23日（土・祝） 内科
11月24日（日） 内科･小児科

※10月分については広報れんけい9月号をご覧ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）

☎0774・73・9988（直通）

informationおしらせ

就学時健康診断
　来年４月に小学校に入学予定の子どもを対
象にした就学時健康診断を各小学校で行いま
す。
日時・場所
　■笠置町　　11月11日（月）
　　　　　　　（笠置小学校）
　■和束町　　11月 1日（金）
　　　　　　　（和束小学校）
　■南山城村　11月14日（木）
　　　　　　　（南山城小学校）
　※ 時間は、笠置町、和束町は午後１時30

分からです。南山城村は午後１時からで
す。視力や聴力検査、内科検診などをお
こないます。

　※対象児には通知します。
問合せ　教育委員会学校教育課
　　　　　☎0774・78・4335

昨年の祭り会場の様子

2019年３月31日以前に新築・中古購入・賃貸借で住宅を取得された方へ
南山城村田舎暮らし定住促進奨励金は12月27日（金）申込締切です。
問合せ　南山城村むらづくり推進課　☎0743・93・0560（直通） 162019.10◦第163号 広報



　
庭
木
の
手
入
れ
や
荷
物
の
整
理
な
ど
で
、脚

立
や
は
し
ご
を
使
用
中
に
転
落
す
る
事
故
が

60
〜
70
歳
代
の
方
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
は
主
と
し
て
脚
立
な
ど
の

誤
使
用
、加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
と
認
知
機

能
の
低
下
に
よ
り
、バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
な

ど
が
難
し
く
な
っ
て
く
る
こ
と
に
起
因
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。以
下
に
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ケ
ー
ス
1

　
　

 

梅
を
採
ろ
う
と
脚
立
を
用
い
て
約
3
m

の
高
さ
で
作
業
中
に
転
落
し
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
地
面
に
激
突
し
た
。音
を
聞

い
た
妻
が
駆
け
つ
け
た
が
、呼
び
か
け
に

反
応
が
な
か
っ
た
。外
傷
性
く
も
膜
下

出
血
、急
性
硬
膜
下
血
腫
、頸
椎
骨
折

を
負
っ
た
。（
2
0
1
8
年
5
月
事
故
発

生　
70
歳
代
後
半・男
性　
要
入
院
）

　
ケ
ー
ス
2

　
　

 

洗
面
所
の
電
球
を
交
換
し
よ
う
と
脚
立

に
上
が
っ
た
際
に
転
落
し
、右
足
を
骨

折
し
た
。手
術
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
入
院
し
た
。（
2
0
1
7
年
3
月

事
故
発
生 

70
歳
代
前
半・男
性　

要
入

院
）

　
上
記
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
す
る
た
め
知

っ
て
お
き
た
い
こ
と
と
し
て
…

【
加
齢
に
よ
る
影
響
】

　
◎ 

バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低
下
（
後
方
の
バ
ラ

ン
ス
に
特
に
注
意
）

　
◎ 

身
体
能
力
を
誤
認
識
し
や
す
い

　
◎ 

何
か
を
考
え
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

の
は
難
し
い

　
◎
骨
が
も
ろ
く
な
る

【
脚
立
・
は
し
ご
の
事
故
防
止
の
た
め
に
】

　
◎
傾
斜
な
ど
不
安
定
な
場
所
で
使
わ
な
い

　
◎
脚
立
を
ま
た
い
で
使
用
し
な
い

　
◎
昇
降
面
の
左
右
方
向
は
転
倒
し
や
す
い

　
◎ 

天
板
に
乗
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
も
の

が
あ
り
、
取
扱
説
明
書
で
確
認
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
高
所
作
業
に
伴
う
事
故
を
避

け
る
た
め
に
は
、
も
し
必
要
な
場
合
は
、
安

定
性
の
高
い
用
具
を
選
択
し
、
計
画
を
立
て

て
無
理
を
し
な
い
こ
と
。
の
ぼ
っ
て
か
ら
は

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
に
集
中
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
昇
降
時
は
補
助
者
が
支
え
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
脚
立
・
は
し
ご
か
ら
の
転
落
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）
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相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
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※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
1
8
8（
い
や
や
!
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
9
時
～
正
午
・
午
後
1
時
～
4
時

住　

所　

 

木
津
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戸
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楽
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1
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京
都
府
木
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総
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庁
舎

東
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J
R
木
津
駅
東
口
か
ら
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歩
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分
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曜
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除
く
）は

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
･
2
5
7
･
9
0
0
2
へ
（
電
話
の
み
）

図書室だより図書室だより
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
希望の糸 東野　圭吾
夏の騎士 百田　尚樹
小説　天気の子 新海　誠

児童書
ぼくんちの海賊トレジャ 柏葉　幸子
タヌキのきょうしつ 山下　明生
すごいたいじゅうでうごきません 平田　昌広

和　　束

一般書
月人壮士（おとこ） 澤田　瞳子
ノーサイド・ゲーム 池井戸　潤
はい! こちら子ども記者相談室デス! かめおか子ども新聞

児童書

ざんねんないきもの事典
もっとおもしろい! 進化の不思議 今泉　忠明

このほんよんでくれ！ ミカエル・ドゥリュリュー
たぬきのひみつ 加藤　休ミ

南山城村

一般書
希望の糸 東野　圭吾
読書がたくましい脳をつくる 川島　隆太
思わず考えちゃう ヨシタケ　シンスケ

児童書

999ひきのきょうだいのほしを
さがしに 村上　康成・木村　研

もったいないばあさんかわをゆく 真珠　まりこ

へいわとせんそう たにかわしゅんたろう・
Noritake

☆3町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

★ Pick UP ★
「夏の騎士」
百田　尚樹 / 著

　あれから31年。ぼくが今も
どうにか人生の荒波を渡って
いけるのは、あの頃手に入れ
た勇気のおかげかもしれない。
昭和最後の夏に経験した謎を
めぐる冒険・友情、そして恋
を描いた百田版「スタンド・
バイ・ミー」。

図書室の連絡先
　笠置町図書室 ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室 ☎0774・78・4013
　南山城村図書室 ☎0743・93・0522

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　10月27日（日）
　　　　　午前10時30分〜
　場　所　和束町体験交流センター
　　　　　ホール

休室日のおしらせ
　本の所蔵整理のため、10月５日（土）〜
19日（土）まで休室します。返却は「本の
ポスト」をご利用ください。ご迷惑おかけし
ますがよろしくお願いします。

貸出日が増えます
　秋の読書週間中（10月27
日〜11月９日）は、通常閲
覧日である木曜日も貸出日と
なります。

和束町体験交流センター図書室より
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人口・世帯数
（令和元年9月1日現在）3町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2

☎0774-78-3001
FAX0774-78-2799

http://www.town.wazuka.kyoto.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1

☎0743-93-0101
FAX0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1

☎0743-95-2301
FAX0743-95-2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口 3,905人　
世帯数 1,711世帯

（減6）
（増2）

人　口 1,296人　
世帯数   634世帯

（減5）
（減2）

人　口 2,702人　
世帯数 1,239世帯

（増2）
（増3）

編
集

・
発

行
　

相
楽

東
部

広
域

連
合

〒
619-1205 京

都
府

相
楽

郡
和

束
町

大
字

中
小

字
平

田
23番

地
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8
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2
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運行日:月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃:最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8:15 / 10:15 / 13:15 / 15:40
◦加茂駅発
　9:15 / 11:15 / 14:15 / 16:40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524

【その他の問合せ】
南山城村総務課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!

ベストショットまち＊むら 和束町

　９月14日（土）、和束町石寺にある古民家を改修し
た交流スペース「和康庵」にて地域住民、町職員、まち
づくりに興味のある人などが集まり、【和束なゆうげ】
を開きました。当日は、地域住民の方によるお手製のお
好み焼きを食べながら、「こうあって欲しい私の和束」
と題してそれぞれの思う未来の形を語り合いました。美
味しい食事も相まって活発な雰囲気となり、普段はなか
なか発表する機会のない自らの考えを共有しました。
　和気あいあいとした雰囲気の中にも、世代や立場を超
えてそれぞれの思いを伝えることのできた有意義な時間
となりました。

和束なゆうげ

ビン・缶類の出し方

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課 和束町農村振興課 南山城村産業観光課
☎0743･95･2301（代表） ☎0774･78･3008（直通） ☎0743･93･0105（直通）

出せるもの（一例）
ジュースのビン・酒のビン・調味料のビン

出す時の注意
◎ キャップやふたは必ず外して、中身を全部取り除き軽く水洗いしてく

ださい。
◎ 外したふたは、プラスチック製のものはプラスチック製容器包装に、

金属製のものは粗大ごみに出してください。
◎ ビール瓶・一升瓶・牛乳瓶等はできるだけ購

入店へ返却してください。購入店に返却され
た瓶は洗浄してリユース（再利用）されます。

◎ 農薬・劇薬等のビンは収集できませんの
で販売店等に引取を依頼してください。

ビン 出せるもの（一例）
ジュースの缶・ビールの缶・缶詰
の缶・一斗缶・スプレー缶

出す時の注意
◎中身を全部取り除き水洗いしてください。
◎ 中にタバコなどを入れたまま出さないでくだ

さい。
◎ スプレー缶・カセットボンベ等については中

身が残ったままであると、発火事故の原因と
なり大変危険です。使いきってから缶類の日
に出してください。

◎缶以外の金属は粗大ごみに出してください。

缶類

◆ビン収集日
　笠 置 町　毎月　第2　火曜日の翌日
　和 束 町　毎月　第3　金曜日
　南山城村　毎月　第3　月曜日

◆ビン収集日
　笠 置 町　毎月　第3　　　日曜日の翌日
　和 束 町　毎月　第2・4　金曜日
　南山城村　毎月　第2　　　水曜日

やぶれてビンなど
が散乱しないよう
に丈夫な袋に入れ
て出してください。

中身を全部取り除き
水洗いしてください。

ビールびんや農薬
びんなどは販売店
等で引き取っても
らってください。

キャップを外す。
※王冠は金属類です。

交流の様子


